
　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、詳しくは各
問合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細はWeb版に掲載
しております。ぜひご覧ください。http://www.manabinome.com/

「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

9月  1日 （土）〜10月28日（日） 東北大学キャンパスにおける
遠古の文化―青葉山遺跡群と芦ノ口遺跡―

※土日祝は 10:00 ～ 22:00

東北大学附属図書館エントランスロビー展示コーナー

8:00 

▲

 22:00

T el   022-217-4995 東北大学埋蔵文化財調査室
http://web.tohoku.ac.jp/maibun/

場　所

主催者

URL

問合先

10月  6日 （土）〜12月  2日（日） 伊達綱村公 300 年遠諱記念
特別展「伊達綱村展」

東北歴史博物館 ※発券は 16：30 まで

9:30 

▲

 17:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月26日 （金）〜12月  9日（日） 特別展「戊辰戦争 150 年」

仙台市博物館 ※入館は 16:15 まで

9:00 

▲

 16:45

T el   022-225-3074 仙台市博物館、新潟県立歴史博物館、福島県立博物館
https://www.city.sendai.jp/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

10月26日 （金） 第 157 回サイエンスカフェ：
がんは、何から出来てるの？
講　師　中山　啓子（東北大学大学院医学系研究科教授）

せんだいメディアテーク 1 階 オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-5132 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月27日 （土） サテライトキャンパス公開講座：100 万都市仙台の
田舎「かむりの里」歴史と風土・知って楽しむセミナー
講　師　佐藤　和則（東北多文化アカデミー）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 30 名

10:30 

▲

 12:00

info@tta-foundation.org学都仙台コンソーシアム・東北多文化アカデミー
［1］10/6 （土） 13:00 ～ 14:30  ［2］10/13（土）  10:30 ～ 12:00  ［3］10/20（土）    13:00 ～ 14:30

場　所

主催者 問合先

定　員

10月27日 （土） 宮城大学公開講座：イメージづくりが
地域や組織を発展させる
講　師　伊藤　真市（宮城大学事業構想学群准教授）

宮城大学大和キャンパス交流棟 2 階オープンスタジオ 30 名

10:30 

▲

 12:00

T el   022-716-6692 宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月27日 （土） サテライトキャンパス公開講座：地域経
済の活性化における地域通貨の可能性
講　師　伊鹿倉　正司（東北学院大学経済学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-264-6406 学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月27日 （土） 復興大学県民講座 27
「震災の記憶を紡ぐ（2018）」

講　師　窪　俊一（東北大学大学院情報科学研究科准教授）
東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール

13:30 

▲

 14:30

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

開催
中

10
OCT

定期
開催 トワイライトサロン 

「天文台長土佐誠の宇宙が身近になる話」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）他

仙台市天文台　オープンスペース

17:00 

▲

 17:45

T el   022-391-1300 仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

毎週土曜日

12
DEC

12月  1日 （土） サテライトキャンパス公開講座：いつもの居酒屋の東
京オリンピック対応―食の安全の世界基準について―
講　師　菰田　俊一（宮城大学食産業学群准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

15:00 

▲

 16:30

T el   022-716-6692 学都仙台コンソーシアム・宮城大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  4日 （火）〜12月22日（土） 福島美術館から感謝をこめて
「福島禎蔵が愛し遺したコレクション」8 期）最終回
幸せ願う・めでた掛け

福島美術館（※ 12/23 ～休業）

9:00 

▲

 16:30

T el   022-266-1535 社会福祉法人共生福祉会　福島美術館
http://www.fukushima-museum.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

12月  8日 （土） サテライトキャンパス公開講座：“宇宙像”の変
遷〜小さな宇宙、静かな宇宙から激動の宇宙へ〜
講　師　村上　弘志（東北学院大学教養学部准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30 

▲

 12:00

T el   022-264-6406 学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  8日 （土） サテライトキャンパス公開講座：そこにないはずの
ものにさわれる？ 触覚のバーチャルリアリティ！
講　師　佐瀬　一弥（東北学院大学工学部講師）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-264-6406 学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  8日 （土） 第15回東北大学男女共同参画シンポジウム「Dual　
Career Couple　今と未来の「共働き」を考える」
特別講演　福島　りえこ（東京都議会議員）他

東北大学青葉山新キャンパス翠生ホール（青葉山コモンズ 2 階）

13:00 

▲

 17:00

T el   022-217-4811 東北大学男女共同参画委員会
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/danjyo/index3.html

場　所

主催者

URL

問合先

12月12日 （水） 第 159 回サイエンスカフェ：
医療に役立つソフトマテリアル
講　師　山本　雅哉（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク 1 階 オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-5132 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

12月15日 （土） 宮城大学公開講座：宇宙から地域を見よう！　
衛星画像および GPS の原理と利活用
講　師　石内　鉄平（宮城大学事業構想学群准教授）

宮城大学サテライトキャンパス（SS30　2 階） 30 名

10:30 

▲

 12:00

T el   022-716-6692 宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月15日 （土） サテライトキャンパス公開講座：
教師のための心理学講座
講　師　佐々木　隆之（宮城学院女子大学学芸学部教授）他

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00 

▲

 16:30

T el   022-279-4703 学都仙台コンソーシアム・宮城学院女子大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

記念講演会「小説『我は景祐』執筆にあたっ
て〜仙台藩士と戊辰戦争」
講　師　熊谷　達也（作家）

仙台市博物館ホール 200 名

13:30 

▲

 15:00

T el   022-225-3074 仙台市博物館
https://www.city.sendai.jp/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  1日 （土） 

12月  1日 （土） サテライトキャンパス公開講座：
米国南西部の言語と文化
講　師　弓谷　行宏（宮城大学基盤教育群教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-716-6692 学都仙台コンソーシアム・宮城大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第42号／発行日2018年10月5日
企画・編集　「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

2019年1月5日発行予定
おじゃまします
学びの庭に

川又進　佐藤曜　菅野麻実　三上志穂「まなびのめ」編集部

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は責任をもって管理された森林から作られたFSC®認証紙を使用し、
インキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

おじゃまします
学びの庭に

生徒の自治を育む「部活動学」の確立へ

神谷　　拓 先生
宮城教育大学　教育学部　准教授
［体育科教育学・スポーツ教育学・特別活動論］

日本食＝健康食を世界に証明する

都築　　毅 先生
東北大学大学院　農学研究科　准教授
［食品機能学・健康科学］

42第 号2018. 10
季刊誌

これからの主な「学び」イベント39件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅

Voice Park

『ポピュリズムとは何か　民主主義の敵か、改革の希望か』
（水島治郎）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

第43回 名著への旅

　「大衆迎合主義」とも訳されるポピュリズム 
populism は、反民主的なものと解されているのでは
ないか。威勢のいい発言と人氣取りに始終し、民衆か
らの支持を背景に強権的でときに横暴に振る舞う政治
家の姿を容易に思い浮かべられるだろう。
　しかし本書で示されるのは、ポピュリズムが民主主
義と決して対置的ではない、ということだ。例えば、
ポピュリズムは独裁に対しては民主的な解放の手段と
なるし、大きく民意を政治に反映させる手法でもある。
他方で、タブーを破ることも厭わないその姿勢が排外
主義などと結びつくことで抑圧的な性質を孕むことも
ある。
　本書は、ポピュリズムの持つ複雑さを、南北アメリカ・
ヨーロッパ・日本などを舞台に、その誕生から今日ま
での展開の歴史を振り返ることで明らかにしている。
政治のあり方が、左右の対立から上下の対立へと移行
するなかで、「下」からの政治運動であるポピュリズム
について学ぶ意義は大きい。　　　　　　　　    （寺）

『ポピュリズムとは何か　
    民主主義の敵か、改革の希望か』

水島治郎 著
中公新書
（2016年12月25日　初版発行）

オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学)　佐々木隼相（東北大学大学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　                             協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

次 号
テーマ   ：

新しい学会・研究会2018/10/19金 ・ 20土 

時間：9：30～16：00
場所： 笹氣出版印刷株式会社・笹っぱ活字館
　　　（地下鉄東西線六丁の目駅から徒歩5分）
お問合せ・お申込み：笹氣出版印刷株式会社
　　　　　　　　　　TEL. 022-288-5555

時間：
場所：
　　　（地下鉄東西線六丁の目駅から徒歩
お問合せ・お申込み：笹氣出版印刷株式会社

入場
無料

駐車場有駐車場有

第14回





います。しかし研究者の数も予算も地中海食研究とは比べもの
にならず、世界の論文の数で言うと千倍以上も違います。
　会では啓発活動にも取り組んでいますが、科学的な根拠を示
しただけで食生活を改める人は少ないでしょう。しかし「少し
ずつ、いろんなものを食べる」よう心がけるだけでも、健康に
好影響があることは確実です。皆さんに食を見直していただけ
るように、伝え方も工夫していきたいと思います。また会には、
学校給食に和食を取り入れたり、和食の料理人に「食育」の授
業をしてもらったりする活動に力を入れているメンバーもいま
す。子どもたちが食の知識と体験を深めることで、家庭の食卓
や、将来の食生活が変わっていってほしいものです。
　日本を訪れる外国人の方々に、日本人が自信を持って日本食
を説明し、すすめられるようになるのが私たちの願いです。ま
た五輪と同じ年に開催される国際会議「栄養サミット」も、日
本食を世界にアピールするチャンスです。そのためにも私たち
は、健康的な日本食らしさの指標を「日本食スコア」としてま
とめる作業に、来年の公表を目指して取り組んでいます。
　食でなくとも構いませんが、皆さんも、ぜひ興味を持ったテー
マを学んでみてください。もちろん私たちの会が開催する公開
講座へのご参加も、心からお待ちしています。
（取材＝ 2018年 8月 6日／東北大学青葉山キャンパス　
� 農学系総合研究棟 5階　食品化学教員研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「日本食は健康によい」という話はよく耳にしますので、「何となくそうなんだろうな」と思ってしまっていますが、
どんな日本食が、身体の何によいのか、など考えるとよくわかっていなかった、という方も多いのではないでしょうか。
昨年できた「日本食と健康研究会」の東北大学・都築毅先生に詳しく伺ってみましょう。

日本食＝健康食を世界に証明する
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞

Q.2   日本食をアピールする機会と考えられる五輪と同年開催の国際会議とは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。神谷拓先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。神谷拓先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2018年11月30日　当日消印有効

 和食と日本食を区別する
　昨年（2017年）「日本食と健康研究会」を立ち上げました。
会員は 13名で、日本食が健康に与える好影響について、会の
発足以前から共に研究してきた方々です。私は食べ物が体にど
うはたらくのかを研究していますが、会には農学や栄養学だけ
でなく、医療、保健、生命科学など幅広い研究者が集まってい
ます。また、大手食品メーカーや高齢者施設に食事を提供して
いる企業など、民間の方もメンバーです。
　現在は農林水産省から資金を得て、研究と啓発活動を行って
います。今年の 3月と 9月には仙台で、市民向けの公開講座
を開催しました。来年度までは今の形で活動を続け、2020年
度以降の新たな展開につなげたいと考えています。
　2013年には「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネス
コの無形文化遺産に登録されました。貴重な文化財として国際
的に認められたのです。ただし食文化としては 5番目で、既
にフランス、地中海、メキシコ、トルコの料理や伝統食が登録
されていました。
　和食には長い歴史と独自性があり、健康に良いことも、日本
人の平均寿命が世界のトップクラスであることから明らかで
す。しかし和食とは何か、という問いに答えるのは、実は簡
単ではありません。外国人にとって和食の代表は寿司でしょう
が、日本人が日常的に寿司を食べているわけではありません。
　和食が無形文化遺産に登録されたのは、多様で新鮮な食材、
栄養バランスの良い献立、季節感の表現、年中行事との関わり
などの特徴が認められたからです。一方で日本人は、他国から
取り入れたものをアレンジして生かすことにも優れています。
洋食も中華も楽しむ多彩な食卓は、まさにその典型でしょう。
　私たち「日本食と健康研究会」では、伝統的な「和食」と実
際に日本人が食べている「日本食」を区別して考えています。

英語では前者をジャパニーズ・フード（food）、後者をジャパ
ニーズ・ダイエット（diet）と表現するべきです。ダイエット
とはこの場合減量することではなく、栄養素や健康への影響か
ら見た食事を意味しています。戦後、日本人の平均寿命が延び
続けて世界一を争うまでになったのは、実は「伝統的な和食」
だけでなく、実際に食べている「多彩な日本食」が優れていた
からなのです。

 和食＋洋食で日本人が健康長寿に
　日本人の平均寿命は延び続けていますが、一方で成人男性
の肥満度は上昇傾向で、がん、心臓病、糖尿病などの生活習
慣病も増え続けています。肥満度を示す BMI の数値を見ると、
1975 年頃の平均は理想的な 22前後だったのに、2005 年に
は 24.4 まで上がりました。BMI は体重（kg）を身長（m）で
2回割った数値で、18.5 以上 25までが「普通」、25以上が「肥
満」です。1975年には約 17％だった成人男性における「肥満」
の割合は、2005年は約 30％にも達しています。
　1975 年といえば終戦から 30年が過ぎ、高度経済成長も経
て栄養状態は良くなっています。肥満が少なかったのは食料事
情によるのではなく、現代との食事内容の違いによるのです。
国の調査によって、過去の日本人の平均的な献立はかなり詳し
く知ることができます。1960 年から 15年ごとに、各年代の
食事を比較してみましょう。
　1960年は今から見ると、ご飯の量が多く、おかずは主に野
菜や魚でした。1975年になると食材の流通体制が充実し、冷
蔵庫が普及したこともあって食卓が賑やかになります。家庭料
理に洋食の献立が増え、たんぱく源はそれまで主だった魚に肉
が加わりました。1990年になると、パンを主食とする洋食の
割合がさらに高まります。一方で一人当たりのご飯の消費量は
減り続け、2005年には 1960年のおよそ半分になってしまい
ました。1990年以降は献立に大きな変化はありませんが、肉
類や脂質の摂取量が増えて、カロリーは上昇傾向です。
　栄養素やカロリーを比べると、和食を基本に洋食が少し加
わった「1975 年型」のバランスの良さが際立ちます。1960
年型はおかずの品数が少なく栄養に偏りがあり、塩分が多めで
した。1990年型では献立が急速に欧米化し、和食ではほとん
ど使われてこなかった油を多く摂取しています。肥満や生活習
慣病が増加したのは、その影響です。
　さてこうしたことは、科学的にどこまで証明できるでしょう

か。個々の栄養素や食品が健康に与える影響を調べることに比
べて、献立や食生活を総合的に評価することはたいへん困難で
す。しかし検査や評価の方法が進歩したこともあって、私たち
は「1975年型の日本食」がきわめて優れていることを、科学
的に証明することができました。
　1960年型から2005年型までの代表的な日本食の献立を再現
して混ぜ、粉砕して乾燥させてマウスに与えました。内臓脂肪が
一番少なくなるのは1975年型で、一番多いのは現代とほぼ同じ
2005年型です。遺伝子を詳細に調べたところ、1975年型は最
もストレス性が低く、糖質や脂質の代謝が活発化することも分か
りました。寿命や健康への影響は明らかで、マウスの毛並みの良
さや知能の高さにも、大きな差が認められたのです。
　次は人間で、28日間にわたる厳密な実験を行いました。そ
の結果、やはり 1975 年頃の日本食は、現代食よりもはるか
に健康に良いことが証明されたのです。人間の寿命は医療の発
達など他の要素の影響も大きいため、単純に「1975年型の日
本食なら長生きできる」とは言えません。しかし 1975 年型
の日本食が、健康的なダイエットにも、がんや認知症や糖尿病
の予防にも効果があることが証明されたのです。

 2020 年は日本食をアピールしよう
　東京五輪が開催される 2020 年は、健康的な日本食を、世
界中からやって来る方々に実際に食べていただける大きなチャ
ンスです。しかし日本食への国際的な知名度や関心は、決して
高くはありません。世界的に健康食として有名なのは、実は「地
中海料理」なのです。
　ヨーロッパでは経済力のある英国やドイツより、医療・福祉
の充実で知られる北欧より、イタリアやスペインなど南欧諸国
の方が平均寿命は長いのです。良質のオリーブ油を使い、野菜
や魚を多く食べる地中海食は、健康・長寿食として、30年以
上も前から世界中の研究者の関心を集め続けています。
　生活習慣病の多さと医療費の増大、平均寿命の短さに悩んで
きた米国も、食生活の改善は進めています。ところが「地中海
食は優れているが、日本食はさらに優れている」という研究成
果が発表されているのに、日本食への関心は高まっていません。
日本食の研究が圧倒的に少ないからです。
　日本はどうかと言うと、私たちのプロジェクト以外に日本食
の総合的な研究はほとんど行われていないのが実情です。私た
ちは現在も、実際にヒトで行うさらに詳しい実験などを進めて

東北大学大学院 農学研究科 准教授
専門＝食品機能学・健康科学

都築　毅先生
《プロフィール》（つづき・つよし）1975 年愛知県生まれ。東北大学農学部卒業。東北
大学大学院農学研究科 博士後期課程修了。博士（農学）。宮城大学食産業学部の助手、
助教を経て、2008 年から現職。著書・監修書に『東北大学日本食プロジェクト研究室
の簡単いきいきレシピ 』、『スーパー和食 昭和 50 年の献立 60』、『昭和 50 年の食事で、
その腹は引っ込む　なぜ 1975 年に日本人が家で食べていたものが理想なのか』など。
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　　参加体験記

　今年の「宮城野区大縁会」という宮城野区民協議会が催した「怒
りのコントロール」について考えるワークショップです。前半は参
加者のグループブースごとの会話セッションで、普段こらえがたい
怒りやストレスをシェアしあい自分の怒りを表にしてみました。
　講師の「怒りの分析と思考の逆転等」の講義の後は、体を動かし
て怒りを排出するエクササイズに移ったのですが、簡単に言えばよ
しもと新喜劇の新人研修でした。講師の先生がやたら澄まして変な
こと言ってるのがアレだなあと思ってたのですが、すでに知ってい
る区議会委員会のひとが下を見て笑っていました。私は氣づかず後
半まで「真顔」でノートしており、かなり貢献できたのではと思っ
ています。次回は別の楽しみが増えそうです。
　おやつ、おにぎり、お菓子が出ますうえ、救急救命のシーンに出
くわした貴方にピッタリな、瞳孔チェックに活躍できる「ピカーッ
と光るバイタルも記入できる滑らかなボールペン」が最後にもらえ
ますので皆さんも是非ご参加ください。
� （仙台市宮城野区　医療ライター zilch artifact）

　国際的に人の交流が多くなり、地球温暖化の影響もあり感染症が
発生しやすい状況とのこと。
　感染症は目に見えないから怖いというイメージがあるが、手洗い、
掃除、換氣、体調管理など日々の予防策を一人一人が心掛け、実践
することが大切だと学んだ。� （仙台市泉区　なつ）

■第 9回 平成 29年度宮城野区文化センター震災復興交流事業
　「楽しく心と体を整えるアンガーマネジメント～よりよい生活や仕事 ･人間関係を築くヒント～」
� 講師：第一印象研究所 代表 企業研修講師　杉浦　永子　氏
2018年 3月 3日（土）13:00 ～ 15:00　宮城野区文化センター

■仙台市教育センター市民開放公開講座
　発達障害理解シンポジウム「わかってほしいホントの気持ち〜“支援”って何だろう？〜」

2018年 8月 7日（火）14:00 ～ 16:30　仙台国際センター・大ホール

■宮城大学公開講座「グローカル感染対策は宮城から！」
� 講師：宮城大学講師　松永　早苗　氏
2018年 6月 23日（土）10:30 ～ 12:00　宮城大学大和キャンパス

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

　第 41号 におい

　人間の感覚には五感があるとは知っていたけど、一つ一つの意義は簡
単にしか知らず、特に嗅覚が人間に深くかかわっているとは思わなかっ
た。� （大崎市・75歳　男性）
編：医療や健康面のみならず、味覚や情緒面にも深く関わっているのが
「におい」だということが、今回よく判りました。各個人個人の生活や
仕事の中で「におい」についてアクティブに関わっていこう、という前
向きな発想を抱かせてくれました。

　学習系のイベントの多くが解りやすくまとまっていてとても良かった
です。なかなか学習系のみをまとめているところはみないので……。毎
号一つのテーマに対して二つの視点・二人の先生からお話を頂いている
らしいところも、物事は二点以上からみるべきと感じて素晴らしいと思
いました。� （仙台市太白区・27歳　女性）
編：一つのテーマを違う分野から見ると、視野が広がり「学び」が深ま
ります。「まなびのめ」らしさ、こだわりポイントが伝わって嬉しいです。

　すごく勉強になった（特にがんの早期発見）。
� （仙台市宮城野区・64歳　男性）
編：がん検診が手軽で安価に短時間で出来るようになれば、いまよりも
受診率が上がるでしょうし、また、発展途上国の人たちにも受診の機会
がどんどん生まれてくるのだと思います。

　7月 21日講演〈「夜と霧」に学ぶ〉を聴きました。もう少し時間があ
れば講演の内容が生きたように思いました。今後もいろいろな「学び」
に参加してみようと思っています。� （仙台市泉区・70歳　女性）
編：「夜と霧」を最近初めて読みましたので講演の内容が氣になります。
参加体験記のコーナーへ投稿してみませんか？

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます
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10月27日（土）館長講座　第 9 回
「関東地方の遺跡博物館　②」
講　師　鷹野　光行（東北歴史博物館館長）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月27日（土）復興大学県民講座 28
「うしなわれた町の記憶 (2018)」

講　師　窪　俊一（東北大学大学院情報科学研究科准教授）
東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月27日（土）サテライトキャンパス公開講座：共生と共
有の価値観に基づく地域おこしの取り組み
講　師　矢口　義教（東北学院大学経営学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月30日（火）〜11月17日（土）福島美術館から感謝をこめて
「福島禎蔵が愛し遺したコレクション」7 期）
みんなが見たい！ この作品

福島美術館

9:00

▲

16:30

Tel 022-266-1535社会福祉法人共生福祉会　福島美術館
http://www.fukushima-museum.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月  3日（土）復興大学県民講座 29
「建築構造に求められる新たな役割」
講　師　船木　尚己（東北工業大学工学部教授）

東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月  3日（土）復興大学県民講座 30
「復興と東北の未来」
講　師　沢田　康次（東北工業大学前学長）

東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月  9日（金）第 55 回リベラルアーツサロン：
少子高齢化と人口減少社会
講　師　福田　亘孝（東北大学大学院教育学研究科教授）

東北大学片平キャンパス片平北門会館 2 階エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月10日（土）サテライトキャンパス公開講座：こころと
からだをつなごう〜動作法を学ぶ講座〜
講　師　三好　敏之（尚絅学院大学人間心理学科教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 40 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-381-1490学都仙台コンソーシアム・尚絅学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月10日（土）サテライトキャンパス公開講座：
頭の老いを防ぐには
講　師　首藤　和弘（東北文化学園大学医療福祉学部准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 40 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-233-3451学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月10日（土）館長講座　第 10 回
「遺跡博物館の活動と役割（まとめ）」
講　師　鷹野　光行（東北歴史博物館館長）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月11日（日）歴史シンポジウム in 白石「戊辰戦争　
奥羽の選択〜それぞれの列藩同盟〜」
講　師　栗原　伸一郎（東北大学大学院文学研究科学術研究員）他

白石市文化体育活動センターホワイトキューブ

13:30

▲

16:00

Tel 0224-22-1343白石市教育委員会
http://www.shiroishi-boshin.jp/pdf/event/180914-2.pdf/

場　所

主催者

URL

問合先

11月16日（金）第 158 回サイエンスカフェ：
合成フェロモンを使って害虫防除
講　師　桑原　重文（東北大学大学院農学研究科教授）

東北大学青葉山新キャンパス青葉山コモンズ

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月17日（土）サテライトキャンパス公開講座：マグロを科
学する―生態から食品学的特徴に至るまで―
講　師　落合　芳博（東北大学大学院農学研究科教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（土）宮城大学公開講座：世界農業遺産からみ
る農業用水の知恵と価値
講　師　郷古　雅春（宮城大学食産業学群教授）

SS30　8 階　第 2 会議室 A 30 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-716-6692宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（土）サテライトキャンパス公開講座：日常生
活の中に隠れているさまざまな理念
講　師　井上　義比古（東北学院大学法学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（土）しろ・まち講座「三館共同企画「戊辰戦
争 150 年」の見どころを語る」
講　師　新潟県立歴史博物館・福島県立博物館・仙台市博物館 学芸員

仙台市博物館ホール 200 名

13:00

▲

16:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
https://www.city.sendai.jp/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（土）サロン講座「磨きサロン 2 〜森林を未来
に残す林業を知ろう〜」
講　師　佐藤　太一（株式会社佐久 専務取締役）

たまきさんサロン（東北大学青葉山新キャンパス環境科学研究科本館） 42 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン
https://www.tamaki3.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月24日（土）サテライトキャンパス公開講座：F. スコット・フィッツジェラルド
『グレート・ギャツビー』におけるケアと主人公―傷からのつながり
講　師　井出　達郎（東北学院大学文学部准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  1日（土）サテライトキャンパス公開講座：
ブラタモリ風ぼうさいまち探検のススメ
講　師　佐藤　健（東北大学災害科学国際研究所教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月27日（土）ジェンダー論公開講座
「メディアとジェンダー」

講　師　田中　東子（大妻女子大学文学部コミュニケーション文化学科准教授）
エル・パーク仙台 70 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-268-8300（公財）せんだい男女共同参画財団
http://www.sendai-l.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

　仙台市教育委員会では、さまざまな問題について、学校、PTAな
らびに広く市民に向けた公開講座を毎年開いていて、今年は「発達
障害」をテーマに選んだ、とのこと。
　たしかに「発達障害」という言葉を日常的に耳にする機会も増え、
「発達障害」をかかえる人もかなり身近に一定数いる、ということも
聞きます。まずはどういうことなのかを知ることからが大事だろう
と思います。
　今回は、基調講演「クラスで共に生きるには？ 〜学校取材の現場
から〜」（講師：NHK ディレクター・西澤道子氏）と、シンポジウ
ム「一人一人に合わせた配慮とチームでの支援を考える」の二部構成。
基調講演では、横浜の小学校におけるドキュメンタリー制作などを
通じて、見えたこと、感じたこと、考えたことを西澤氏が語り、シ
ンポジウムでは、発達障害当事者、小学校教諭、発達相談支援センター
所長をシンポジストに迎え、宮城学院女子大学・梅田真理教授のコー
ディネートでそれぞれの立場から議論を深めました。
　仙台市では、北部・南部と 2つの発達相談支援センター（アーチル）
を開設し、発達に関わる相談を受けているそうですが、小学校に入
学するまでに、1学年につきおよそ 1割のお子さんについて相談が
あるとのこと。10人に 1人は「発達」に関わる相談があるわけで、
それはもはや「特別」なことではないですね、と。
　基調講演のキーワードとしても話されましたが、他人事であった
り、「支援者」として上からの「支援」を施すと考えたり、ではなく、
自分と「地続き」の問題ととらえることが肝のようです。「発達障害」
の人が感じる「生きづらさ」は、程度の差はあれど自分にもある、
共感できることでもあったりします。また「人の役に立つ人間であ
ることの喜び」も、皆が共感できるものです。
　一人ひとりが違って当たり前、どんな「違い」も差別されること
なく、「発達障害」の人も心落ち着ける居場所は、誰にとっても生き
やすい場所となりますね。
　参加者の方では学校でも保護者でも「当事者」が多かったようで、
そもそも「発達障害」ってどのようなもの、という初歩的なことは
話されませんでしたので、その辺はまず自分で学ばねばなりません
ね。このレポートを書くにあたり、「アーチル」のWebページをさっ
と読むだけでも概要の勉強にはなりました。まずは「知る」ことから。
どうぞ皆様も。� 「まなびのめ」編集部　川又進

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。


